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要 旨
本 論 文 で は,「 始 ム/始 マ ル 」 構 文 を 使 っ て,古 代 語 名 詞 句 の 意 味 解 釈 に
つ い て の 分 析 を お こ な っ た 。 そ の 結 果,以 下 の 三 点 が 明 らか に な っ た 。
(1)「始 ム 」 の 目的 語 名 詞 句,「 始 マ ル 」 の 主 語 名 詞 句 は デ キ ゴ ト名 詞 が
き わ め て 多 く,モ ノ名 詞 は 少 な い 。
(2)モノ名 詞 に は,《 活 動 》 《行 為 》 の 意 味 が 認 め られ る。
(3)それ ら の モ ノ名 詞 は 現 代 語 と は 異 な る タ イ プ の も の で あ る 。
な お,本 論 文 は ク オ リア 構 造 を 用 い て 古 代 語 の 分 析 を試 み た も の で あ る。
キ ー ワー ド:名 詞 句,モ ノ名 詞,デ キ ゴ ト名 詞,ク オ リ ア 構 造
        On the semantic interpretation of NPs in classical Japanese 
    — In the case of  "  Hajimu" /  "  Hajimaru" - construction — 
               TAKAYAMA Yoshiyuki (University of  Fukui) 
Abstract 
This paper analyzes semantic interpretation of NPs in classical Japanese by means of the 
 "  hajimu  " /  "  hajimaru” - construction. As a result of this analysis, the following three points 
are elucidated. 
 (1) Object NPs of  "  hajimu  " and Subject NPs of  "  hajimaru” are often event nominal. 
The result nominal israrely used. 
 (2) In such cases, result nominal means an activity or action. 
 (3) Types of result nominals in classical Japenese are different from those in present-day 
Japanese. 
This paper seeks to use qualia structure toanalyze classical Japanese. 
Keywords  : noun phrase,result nominal,event nominal,qualia structure
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1.は じめ に
古代 語 名 詞 句 の研 究 は,文 法 史 で は未 開拓 の領 域 で あ る。 本稿 で は,現 代
語 の理 論 的 研 究 を参 考 に しなが ら,動 詞 構 文 を用 いて 名詞 句 の 分析 を試 み て
み た い。 第2節 で は,古 代 語 に お け る名 詞 句 研 究 の現 状 を概観 す る。 第3節
で は,現 代 語研 究 の方 法 を導 入 し,古 代語 名 詞 句 の実 態 を観 察 す る。 第4節
で は,モ ノ名 詞 の例 を掘 り下 げ,第5節 で は,そ れ らを クオ リア構 造(特 質
構造)を 使 って 分析 してみ る。 そ して,第6節 で本 稿 の結 論 と今 後 の 見通 し
を示 す。 なお,本 稿 で の 「古 代語 」 は,上 代 語 と中古 語 を合 わせ た もの を指
して言 う。
2.古代 語 名 詞 句 の 研 究一 現 状 と課 題一
日本 語 の文 法研 究 にお いて名 詞 の分析 ・記 述 が 立 ち遅れ てい る こ とは誰 も
が認 め る と ころ で あ ろ う'。文 法 の 歴 史 的研 究 にお い て も名 詞,名 詞 句 の研
究 は未 開拓 の領 域 とい え る。 文 法史 研 究 で は,伝 統 的 な テ ニ ヲハ重 視 の流 れ
を受 けて,助 詞 ・助 動 詞 が研 究 の 中心 的存 在 で あ っ た。 た とえば,「AハB
ナ リ」 の よ うな コ ピュ ラ文 は,断 定 の助 動 詞 「な り」 の研 究 で扱 われ て い る
が,「 な り」 に重 点 が お か れ,名 詞 句 の 分 析 はな され て い ない 。 ま た,「 名
詞 句+の+名 詞 句 」 につ いて は,現 代 語 で は,西 山佑 司(2003)の緻密 な分 析
が あ るが,古 代語 研 究 で は助 詞 「の」 の用 法 記述 に終 わ っ てい る。 文 法 史研
究 で は,助 詞 ・助 動 詞 を 中心 に置 く研 究観 が常識 的で あ り,名 詞 句 には 光 が
当た っ てい な いの が現 状 で あ る。
名詞 句 を正 面 か ら扱 うこ とが 困難 で あっ た背 景 に は,そ れ らを記 述 分析 す
る道 具 立 てが な か った 点 を指 摘す る こ とが で き る。 名 詞句 の何 を 問題 と し,
どこに着 目す るか を考 え る上 で は,何 らか の理論 や 概 念装 置 が 必要 とな る。
これ は結 局,「 観 察 の理 論 依 存性(負 荷 性)」 の問 題 で あ る。 古 代 語 名 詞 句
を観 察す る上 で は,理 論 の導 入 が不 可 欠 と思 わ れ る。 この よ うな 問題 意識 の
1金 水 敏(1986),仁田義 雄(1997)では,
述 べ られ て い る。
文 法研 究 にお ける名 詞研 究 の必 要性 につ いて
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も と,本 稿 で は,現 代語 研 究 の方 法 を導入 し,古 代 語名 詞 句 の 分析 を試 み て
み た い。
3.「始 ム/始 マ ル 」構 文 と名 詞 句
3.1出 発 点 として 一 影 山 太 郎(2002b)一
本 稿 で は 影 山 太 郎(2002b)によ る 現 代 語 の 研 究 を 出 発 点 と し た い 。 影 山
(2002b)では,「 ～ を 始 め る 」 構 文 を 使 っ て 名 詞 句 を 分 析 して い る2。 以 下 本
稿 と直 接 関 わ る 部 分 を ま と め て お く。
現 代 語 「～ を始 め る 」 構 文 で は,目 的 語 に デ キ ゴ ト名 詞 を と り,モ ノ名 詞
は 来 に くい と い う事 実 が あ る。
(1)a.講義/食 事/仕 事 を 始 め る 。
b.*バ ナ ナ/*万 年 筆/*本 を 始 め る。
しか し,「 ～ を 始 め る 」 構 文 で モ ノ 名 詞 が 全 く 生 起 し な い わ け で は な い 。 こ
の 構 文 で 生 起 す る モ ノ 名 詞 に は,以 下 の 三 つ の タ イ プ が あ る。
(2)a.[習い ご と ・趣 味]ピ ア ノ を 始 め る。
b.[組 織 業 務 ・団 体 活 動]会 社 を 始 め る。
c.[製 造 販 売]冷 や し 中華 始 め ま した 。
こ こ で 面 白 い 現 象 が 見 られ る。モ ノ名 詞 が 「～ を 始 め る」構 文 に 置 か れ る と,
そ の 名 詞 自体 に 本 来,備 わ っ て い な い 《活 動 》 《行 為 》 の 意 味 が 発 生 す る の
で あ る 。 こ の よ うな 意 味 の 生 成 に 関 し て,Pustejovsky(1995)では 「タ イ プ 強
制 」(typecoertion)とい う考 え 方 に よ り,モ ノ名 詞 か らデ キ ゴ ト名 詞 へ の 意 味
タ イ プ の 変 更 と捉 え て い る 。 つ ま り,動 詞 とそ れ が 要 求 す る名 詞 の 意 味 タ イ
プ との ミ ス マ ッチ を補 工Eする シ ス テ ム が 仮 定 され る の で あ る3。 こ こ で,「 冷
や し 中華 を 始 め る 」 を 例 に 図 で 示 す と,(3)の よ う に な る。
2影 山 太 郎(2002b)では,日 英 語 対 照 の 観 点 か ら,日 本 語 と英 語 の 表 現 類 型 に つ い て
論 じて い る。
3小 野 尚 之(2005)参照 。
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(3)
《冷 や し 中 華 》 → 《冷 や し 中 華 を 製 造 販 売 す る コ ト》
モ ノ名 詞 デ キ ゴ ト名詞
を始める
影 山(2002b)では,動 詞 構 文 を 固 定 して お い て,そ の 構 文 中 に ど の よ うな
名 詞 句 が 生 起 す る か観 察 ・分 析 し て い る。 影 山論 文 で は,ク オ リア 構 造 の 考
え 方 を理 論 的 基 盤 と して,現 代 語 の 名 詞 句 の 分 析 に 成 果 を 挙 げ て い る が,こ
の 方 法 は,古 代 語 名 詞 句 を 捉 え る 上 で も有 効 性 を 持 つ と思 わ れ る 。
そ こ で,本 稿 で は こ の 方 法 を 古 代 語 に応 用 し て み た い 。 以 下 で は,現 代 語
「～ 始 め る 」 「～ 始 ま る 」 に あ た る 古 代 語 の 構 文 を 「始 ム/始 マ ル 」 構 文 と
呼 ぶ こ と に す る 。 こ の 構 文 を 通 して,名 詞 句 に 焦 点 を 当 て て み た い4。 具 体
的 に は,(4)に つ い て 調 査 ・分 析 を 行 う こ と にす る 。
(4)(D古代 語 「始 ム/始 マ ル 」 構 文 に お け る名 詞 句 の 実 態 は ど うか 。
(のモ ノ名 詞 が 用 い られ た 場 合,《 活 動 》 《行 為 》 の 意 味 は 発 生 す る か 。
3.2古 代 語 「始 ム/始 マ ル 」構 文 の 場 合
3.2.1用 例 調 査
古 代 語 「始 ム 」 「始 マ ル 」 に つ い て は,こ れ ま で ま と ま っ た 調 査 ・研 究 が
な され て い な い よ うで あ る5。 そ こ で ま ず,上 代 ・中 古 の 和 文 文 学 作 品 を 資
料 に 語 彙 索 引 で 「始 ム 」 「始 マ ル 」 の 用 例 調 査 を 行 っ た 。 調 査 の 結 果,「 始
ム 」313例,「 始 マ ル 」44例 が 確 認 で き た 。 た だ し,こ れ らの 用 例 に は,本
稿 で 取 り出 そ う とす る構 文 以 外 の も の も含 ま れ て い る 。 た と え ば,以 下 の よ
4影 山(2002b)では,他 動 詞 「始 め る 」 に 重 点 が 置 か れ て い る が,以 下 の 古 代 語 の 調
査 で は,自 動 詞 も扱 うこ と にす る。
5「始 ム 」 「始 マ ル 」 は,動 詞 研 究 の観 点 か らは,「 自他 の 派 生 関 係 」 「複 合 用 法(「 ～
始 め る 」)の ア スペ ク ト」 等 が 問 題 とな る が,今 回 は 立 ち入 ら な い 。
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うな も の で あ る 。
(5)a.鮒 よ りは じ め て,川 の も 海 の も,こ と物 ど も 長 櫃 に に な ひ つ づ け
て お こせ た り。(土 佐 ・一月 二十 一 日)
b.た だ の 人 は,お と ど を は じ め た て ま つ りて,絶 句 作 り給 ふ 。(源 氏
・少 女)
c.「 何 か,い ま 始 め た る御 心 ざ しに も あ らず 」(源 氏 ・少 女)
(5)a,bは 現 代 語 「～ を 始 め(と して)」 に あ た り,《 序 列 》 を 表 す6。(5)
cは 「い ま 始 む 」 と い う一 種 の 慣 用 表 現 で あ る 。 これ ら を 除 き,「 始 ム/始
マ ル 」 構 文 の 用 例 だ け を 抽 出 す る と,「 ～ 始 ム 」34例,「 ～ 始 マ ル 」38
例 が 得 られ た 。 作 品 別 用 例 分 布 を表1に 挙 げ て お く。
[表1「 始ム/始 マル」構 文の用 例数]
表1を 挿 入
[使用 したテ キス ト]7
『万葉集 』『古今和 歌集』 『竹 取物語 』『伊 勢物 語』 『土佐 日記 』『和 泉式部 日記』 『宇 津保物 語』
『蜻蛉 日記 』『枕 草子 』『紫 式部 日記』『源氏 物語』『更級 日記』(以 上,『新編 日本 古典 文学全集 』
小 学館)『 大和物 語』 『平 中物 語』(以 上,『 日本 古 典文 学大 系』岩 波 書店)『 大鏡』(『新潮 日本
古典 集成』 新潮社)
6こ の 用 法 は,複 合 辞 形 式 に よ っ て 「極 限 の と りた て 」(沼 田 善 子 ・野 田 尚 史(2003)
参 照)を 表 す も の と し て位 置 づ け られ る。
7引 用 す る に あ た り,本 文 の 表 記 を 改 め た 部 分 が あ る 。 ま た,作 品名 を 下 線 部 で 略 記
す る こ と が あ る。
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「始 ム/始 マ ル 」 構 文 の 実 例 を 挙 げ て お こ う。 ま ず,「 ～ 始 ム 」 の 例 は 以 下
の 通 りで あ る。
(6)[始ム]
いざな
a.我 が 大 君 の 諸 人 を 誘 ひ た ま ひ 良 き 事 を 始 め た ま ひ て[善 事 乎波 自
米 多麻比 昼](万18・4094)
b.謙 隻 も は じめ た る 人,山 寺 に こ もれ り。(蜻 蛉 ・中)
c.十 二 日 よ りノ 読 経 始 む 。(宇 津 保 ・嵯 峨の 院)
い の り
d.撫 数 知 らず は じ め させ た ま ふ 。(源 氏 ・若 菜 下)
次 に,「 ～ 始 マ ル 」 の 例 を 挙 げ る。
(7)[始マ ル]
がく
a.か くて,楽 始 ま りて,君 た ち 舞 仕 うま つ りな どす 。(宇津保 ・菊 の宴)
か ぐ ら
b.夜 に 入 りて,ノ 神 楽 は じ ま りて,夜 一 夜 遊 ぶ 。(同 ・祭 の使)
c.導 師 ま ゐ り,護 魍Lて,舞 な どす 。(枕 ・関 白殿,二 月廿 一 日に)
d.一 て,ま た い とお も し ろ し。(源 氏 ・若菜 上)
こ れ ら の 用 例 を 対 象 に,名 詞 句 の 実 態 を 見 て い く こ と に す る。
3.2.2名 詞 句 の 実 態
実 際 に,「 始 ム/始 マ ル 」構 文 に 生 起 す る名 詞 句 の 実 態 を 観 察 し て み よ う。
「始 ム 」 の 目的 語 名 詞 句,「 始 マ ル 」 の 主 語 名 詞 句 は 表2の とお りで あ る 。
表2よ り,「 ～ 始 ム 」 「～ 始 マ ル 」 と も デ キ ゴ ト名 詞 が き わ め て 多 い こ と
が わ か る。 た と え ば,「 修 法 」 「講 」 「精 進 」 「読 経 」 「遊 び 」 な ど で あ る。 ま
た,「 良 き こ と」 の よ うに,「 ～ こ と」 とい う形 も見 られ る 。 「始 ム/始 マ ル 」
構 文 で は,デ キ ゴ ト名 詞 が 生 起 す る こ と が 多 い と い え る。 一 方,種 類 は 少 な
い が,モ ノ名 詞 も 生 起 し て い る 。 具 体 的 に 言 う と,「 大 御 門 」 「下 簾 」 「か は
ら け 」 の 三 っ で あ る。 こ れ ら は,典 型 的 な モ ノ名 詞 と い え る。
た だ し,デ キ ゴ ト名 詞 か モ ノ名 詞 か を 判 断 す る 際,注 意 す べ き も の が あ る。
「雨 」 は 自然 現 象 で あ り,デ キ ゴ ト名 詞 と し て 扱 っ た が,影 山 太 郎(2002a)
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[表2名 詞句 の種類]
表2を 挿 入
で 述 べ られ て い る よ うに,モ ノ名 詞 と し て も解 釈 し うる8。 「院 の 小 弓 」 で
は,も と も と 「小 弓 」 は モ ノ名 詞 で あ っ た が,「 院 の 小 弓 」 とい う名 詞 句 全
体 で は 「冷 泉 院 で 小 弓 を 競 る競 技 」 を 指 す の で,デ キ ゴ ト名 詞 と した9。 「み
8影 山(2002a)に,「雨 を バ ケ ツ に 集 め る 」 の 場 合,個 物(液 体)を 指 し,「 突 然 の
雨 」 で は 出 来 事 を 表 す とい う指 摘 が あ る。
9『枕 草 子 』 に 次 の よ うな 例 が あ る 。 「遊 び わ ざ は,小 弓 。 碁 」(枕 ・遊 び わ ざ は)
「遊 び わ ざ」 と は 《遊 技 》 の 意 で あ る。 こ の 例 は,モ ノ名 詞 で あ っ た 「小 弓 」 が デ
キ ゴ ト名 詞 化 して い る こ と を示 唆 す る。
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吉 野 の 大 宮 」 「難 波 の 宮 」 は,建 物(宮 殿)そ の も の を 指 せ ば モ ノ名 詞 とみ
な せ る が,領 域 ・場 所 を 指 す と解 釈 す る な らば 典 型 的 な モ ノ 名 詞 と は 言 え な
くな る。
以 上 は い ず れ も 問題 を 含 む も の で あ り,モ ノ名 詞 ・デ キ ゴ ト名 詞 の ど ち ら
か に 強 引 に 色 分 け す る の で な く,個 々 に 検 討 し て い く必 要 が あ る。本 稿 で は,
典 型 的 な モ ノ名 詞 と 見 ら れ る 「大 御 門 」 「下 簾 」 「か は ら け 」 の 用 例 に つ い
て 検 討 して い く こ と に す る。
4.モ ノ名 詞 の 場 合
お ほみ か ど
「大御 門」 の用例 は,藤 原 の宮 を讃 え る歌 で用 い られ てい る。
(8)やす み ししわ ご大 君 高 照 らす 日の 皇 子 荒 たへ の藤 井 が原 に灘
め た ま ひ て(大 御 門始 賜 而)… …(万1・52)
『新 編 日本 古 典 文 学 全 集 』(小 学 館)の 現 代 語 訳 で は,「 わ が 大 君 の(高 照
らす)日 の 神 の 御 子 が(荒 た へ の)藤 井 が 原 に 宮 殿 を 造 り始 め られ,… 」 と
あ る 。 辞 書 の 記 述 に よ れ ば,「 大 御 門 」 と は,「 御 門 。 皇 居 の 門 。 ミカ ドは
さ らに 宮 殿 全 体 を さす こ と に も な り,や が て 朝 廷 ・天 皇 の 意 に も用 い られ る
よ うに な る 」(『時代別 国語大 辞典 上代 編』 三省 堂)と あ る。
したすだれ
次 に,「 下 簾 」 の 例 を 見 よ う。
ひ とへがさね ふたあゐ
(9)エ麓 な ど,た だ 今 日は じ め た り と見 え て,濃 き 単 襲 に,二 藍 の 織 物,
す はう
蘇 芳 の 薄 物 の うは 着 な ど,後 に も,摺 りた る 裳,や りて ひ ろ げ な が ら うち
さ げ な ど し て,何 人 な らむ 。(枕 ・小 白河 といふ所 は)
こ の 例 は,作 者 が 牛 車 の 外 装 を 観 察 ・描 写 す る場 面 で 用 い られ て い る。 こ
こ で も 『新 編 日本 古 典 文 学 全 集 』 を 見 る と,「 下 簾 な ど は,た だ 今 日使 い 始
め た ば か り に 見 え て,」 と い う現 代 語 訳 が つ け られ て い る 。 『日本 国 語 大 辞
典 第 二 版 』(以 下 「日国H」 と略 記)に よ る と,「 下 簾 」 と は,「 牛 車(ぎ っ
すだれ
し ゃ)の 箱 の 前 後 の 簾 の 内 に 懸 け て 外 部 に 垂 らす 絹 布 」 を 指 す と い う。 下
簾 は,実 用 的 に は 車 内 の 人 を 隠 す 物 だ が,(9)で 作 者 は 車 の 外 装 面 に 注 目 し
て い る。
最 後 に,「 か は ら け 」 の 例 を 見 て い く。 「か は ら け 」 は 用 例 数 が 多 く,全ll
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例 あ る(表2)。 しか し,内 訳 を 見 る と,『 宇 津 保 物 語 』10例,『 源 氏 物 語 』1
例 で あ り,『 宇 津 保 物 語 』 に 用 例 が 集 中す る。 用 例 を挙 げ て お こ う。
(10)a.かく て,漁 よは じ ま り,箸 下 りぬ 。(宇 津保 ・吹 上上)
b.御 机 参 り,か は ら け 始 ま り,御 箸 下 りぬ 。(同 ・嵯 峨 の院)
かはらけ
c.鰯 一な ど一は じま りて,も の お も し ろ く な りゆ く に,(源 氏 ・匂 宮)
「か は ら け 」 に つ い て の 辞 書 の 記 述 を 引 用 して お こ う。
か わ らけ 【土器 】[名](食 器 と して用 い る瓦 笥(か わ らけ)の 意)① 紬(う わ ぐ
す り)を か け ない で 焼 い た陶 器。 …略 … ② 素 焼 きの杯 。 酒 を飲 む 器 。 ③(杯
を,人 にす す めた り,人 か ら受 けた りす る とこ ろか ら)酒 盛 り。酒 宴。(日 国II)
辞 書 の 記 述 で は,語 義 ③ に 「酒 盛 り,酒 宴 」 とあ る(こ の よ うな 記 述 は 他 の
古 語 辞 典 で も 見 られ る)。 だ が,実 際 に は ③ の 意 味 は 「～ 始 マ ル 」 構 文 で し
か 発 生 せ ず,「 か は ら け 」 の 語 義 と し て 記 載 す る の は 問 題 で あ る 。 辞 書 の 記
述 の 検 討 に つ い て は,紙 数 の 関 係 で 別 の 機 会 に譲 る が,名 詞 に 関 す る 現 行 の
辞 書 の 記 述 は 様 々 な 問 題 を 含 ん で い る 点 を 指 摘 して お き た い'°。
さて,「 か は ら け 」 は 本 来,食 器 全 般 を 指 して い た が,調 査 した 例 で は い
ず れ も 「杯 」 を 指 して い る 。 《杯 を 使 い 始 め る 》 とい う意 味 が,《 酒 宴 を 始
め る 》 に 拡 張 され た の で あ ろ う。 「か は ら け 始 ま る 」 は 酒 宴 の 開 始 表 現 と し
て 定 型 的 に 用 い られ て い る の で あ る 。
で は,「 か は らけ 始 ま る」 が 『宇 津 保 物 語 』 に 用 例 が 集 中す る の は な ぜ か 。
『宇 津 保 物 語 』 は も と も と宴 会 の 場 面 が 多 く,し か も 宴 会 の 準 備 か ら終 了 ま
で を リア ル に 描 写 す る 。こ の 描 き方 が 用 例 数 の 増 加 に つ な が っ た の で あ ろ う。
他 作 品 に も 宴 会 の 場 面 は あ る が,準 備 段 階 や 儀 式 の 進 行 に つ い て の 詳 しい 描
写 は な い よ うで あ る。
10辞 書 の 問 題 点 に つ い て も う一 つ 指 摘 して お く。 「小 弓 」 の デ キ ゴ ト的 意 味 に つ い
て,日 国IIで は,「 ② 「こ ゆ み あ わ せ(小 弓 合)」 「こ ゆ み ひ き(小 弓 引)」 の 略 」 と
し,「 省 略 」 に よ っ て 説 明 す る 。 し か し,「 こ ゆ み い(小 弓 射)」 「こ ゆ み え(小 弓
会)」 の 省 略 と も 考 え られ,何 か ら の 省 略 で あ る か が 特 定 で き な い 。 名 詞 タイ プ の 転
換 と考 え れ ば,省 略 に よ る安 易 な説 明 を 避 け る こ と が で き る。
一9一
以 上,モ ノ名 詞 の 例 を観 察 して き た が,《 宮 殿 の 造 営 を 始 め る 》 《下 簾 の
使 用 を 始 め る》 《酒 宴 を 始 め る 》 の よ う に,い ず れ の 例 も 《活 動 》 《行 為 》
の 意 味 を 表 して い る と い え る 。 「大 御 門 」 の 場 合 を 例 に 図 示 す る と,(ll)の
よ うに な ろ う。
(ll)
《大御 門》 → 《大御 門 を造 営 するコ ト》
モ ノ名 詞 デ キ ゴ ト名 詞
始 ム
こ の 場 合 も,現 代 語 「冷 や し 中華 を 始 め る 」 と同 様 に,モ ノ名 詞 か らデ キ ゴ
ト名 詞 へ の 転 換 と捉 え る こ とが で き,名 詞 の タ イ プ 転 換 が 生 じて い る と 思 わ
れ る の で あ る。
た だ し,現 代 語 の モ ノ名 詞 の 使 用 は,「 習 い ご と ・趣 味 」 「組 織 業 務 ・団
体 活 動 」 「製 造 販 売 」 の 三 タ イ プ で あ っ た が,古 代 語 の 「大 御 門 」 「下 簾 」 「か
は ら け 」 は そ れ ぞ れ,「 建 設 ・造 営 」 「外 装 品 の 取 り付 け 」 「儀 式 ・宴 会 」 で
用 い られ て お り,現 代 語 と は 異 な る タ イ プ とい え る 。
以 上,本 節 で は,「 始 ム/始 マ ル 」 構 文 に 生 起 す るモ ノ 名 詞 の 例 を 見 て き
た 。 次 節 で は,ク オ リア 構 造 の 考 え 方 を用 い て,そ れ らの 例 を 掘 り下 げ て み
た い 。
5.ク オ リア 構 造 に よる 分 析
ク オ リア 構 造 は,生 成 語 彙 論(GenerativeLexicon)の枠 組 み の 中 で,Pustejovsky
が 用 い る語 彙 表 示 法 で あ り,語 の 属 性 を 四 つ の 要 素 に 分 け て 表 示 す る 。 ク オ
リア 構 造 は,具 体 的 に は 次 の4つ の 要 素 か ら成 り立 っ て い るll。
llクオ リア 構 造 の 概 要 につ い て は,松 本 裕 治(1998),影山太 郎(1999)など参 照 。
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1。 構 成 役 割(Constitutiverole):材料,材 質,成 分,重 さ,内 容,～ の 一 部 分
(partofx)など の 内 的 な性 質
2.形 式 役 割(Formalrole):具象 物 か 抽 象 物 か,自 然 物 か 人 工 物 か,性 別,形
状,色,大 き さ な ど の 外 的 な 属 性
3.目 的 役 割(Telicrole):対象 物 が 本 来 的 に 意 図 さ れ た 目的 や 機 能
4。 主 体 役 割(Agentiverole):それ を 産 み 出す 動 作 や 原 因,成 り立 ち,出 処
影 山 太 郎(1999)より
こ の 方 法 に よ る と,た と え ば,「 本 」 と い う語 は,[構 成 役 割=紙 ・情 報,
形 式 役 割=人 工 物,目 的 役 割=(Xガ)そ れ を 読 む,主 体 役 割=(Yガ)そ
れ を 書 く]の よ う に分 析 で き る 。
ク オ リア 構 造 に よ る 古 代 語 名 詞 の 分 析 は,筆 者 の 知 る 限 り行 わ れ て お らず,
本 稿 の 分 析 は,古 代 語 へ の 初 め て の 適 用 例 とな る。 こ こ で,ク オ リ ア構 造 を
用 い る意 義 に つ い て 述 べ て お き た い 。
ま ず 第 一 に,筆 者 は,古 代 語 名 詞 句 の 研 究 に お い て 何 ら か の 理 論 を 導 入 す
る 必 要 が あ る と考 え て い る(第2節 参 照)。 今 回 は 現 代 語 の 名 詞 分 析 で 成 果
を 挙 げ る ク オ リア 構 造 に 注 目 し た の で あ る 。 第 二 に,本 稿 で 出発 点 と した 影
山(2002a)の名 詞 分 析 で は,ク オ リ ア 構 造 を 理 論 的 基 盤 と して い る 。 そ れ と
同 じ理 論 を 用 い る こ とに よ り,現 代 語 と 古 代 語 の 比 較 ・相 対 化 が 行 い や す い
とい う利 点 が あ る 。 第 三 に,ク オ リ ア構 造 の 理 論 は 完 成 に 至 る 途 上 に あ り,
古 代 語 で デ ー タ を 提 供 す る こ と が,理 論 そ の も の の 検 証 に 寄 与 す る可 能 性 が
あ る と考 え る か らで あ る。
で は,実 際 に,前 節 で 取 り上 げ た 三 つ の モ ノ名 詞 を 分 析 して み よ う。 以 下
で は,四 つ の 要 素 の う ち,本 稿 の 分 析 に と っ て 必 要 と な る 「目的 役 割 」 「主
体 役 割 」 の み 表 示 す る こ と に す る。
ま ず,「 大 御 門 」 に つ い て 見 て い こ う。 前 節 で 見 た よ う に,「 大 御 門 」 は
「宮 殿 」 を 指 し て い た 。 「宮 殿 」 は,天 皇 が そ こ で 国 を 統 治 す る た め に,臣
下 に 命 じて 造 営 させ る も の で あ る 。 そ こ で,「 大 御 門 」 は,(12)の よ うに 分
析 で き る だ ろ う。
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(12)「大 御 門 」(=宮 殿)
目的役割=そ こで天 皇 が 国 を統 治 す る
主体 役割=天 皇 が命 じて造 営す る
先 述 の よ う に,注 釈 書 の 現 代 語 訳 で は 「造 り始 め られ 」(小 学 館 新 全 集 本)
と あ る の で,主 体 役 割 か ら解 釈 を 引 き 出 し て い る こ と に な る 。 しか し,こ の
用 例 で は,《 建 築 作 業 の 着 手 》 よ り も む し ろ,《 藤 原 宮 で 統 治 を 始 め る こ と
(=都 を 開 く こ と)》 が 重 要 で あ る 。 とす れ ば,目 的 役 割 の 解 釈 も 可 能 で は
な い か 。 注 釈 書 の 現 代 語 訳 は 再 検 討 して み る 必 要 が あ ろ う。
次 に,「 下 簾 」 「か は ら け 」 に つ い て 見 て い き た い 。 「下 簾 」 は,牛 車 に 懸
け て 使 うた め に,絹 布 で 作 られ た 物 で あ る 。 ま た,「 か は ら け 」 は,酒 を っ
い で 飲 む た め に,土 を 焼 い て 作 られ た 物 で あ る。そ れ ぞ れ を 表 示 す れ ば,(13)
(14)のよ う に な る だ ろ う。
(13)「下 簾 」 (14)「か は ら け 」
目的役割=牛 車 に懸 け て使 う
主体 役割=絹 布 で作 る
目的 役割=そ れ に酒 をつ い で飲 む
主体 役割=土 を焼 い て作 る
「下 簾 」 「か は ら け 」 の 場 合 は,目 的 役 割 か ら解 釈 が 引 き 出 さ れ て い る。 あ
え て 主 体 役 割 か ら解 釈 を 引 き 出 す と,《 下 簾 を 製 造 し始 め る 》 《か は ら け を
焼 き 始 め る 》 と い う解 釈 に な る が,文 脈 上 そ の よ うな 解 釈 は 不 自然 で あ る。
こ こ で,以 上 の 分 析 を(15)にま と め て お く。
(15)「大 御 門 」 は 主 体 役 割 と 目的 役 割 の 意 味 解 釈 が 成 り立 つ 。 そ れ に 対 し
て,「 下 簾 」 「か は ら け 」 は 目的 役 割 の 解 釈 しか 成 り立 た な い 。
「大 御 門 」 と 「下 簾 」 「か は ら け 」 で,こ の よ うな 差 異 が 生 じた 理 由 を ど う
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考 え た ら よ い だ ろ うか 。 こ こ で,「 下 簾 」 「か は ら け 」は 道 具 性 を 有 す る が12,
「大 御 門 」 は 道 具 性 を 有 して い な い 点 に 注 意 した い 。 本 来 道 具 と は,人 が 何
らか の 活 動,行 為 を す る た め に 作 られ た 物 で あ る か ら,目 的 役 割 の 解 釈 が 出
や す い は ず で あ る。こ の 問 題 に は,名 詞 の 道 具 性 が 係 わ る も の と思 わ れ る が,
今 後 さ ら に 掘 り下 げ て み た い13。
本 節 で は,前 節 で 取 り上 げ た モ ノ 名 詞 を ク オ リア 構 造 を 使 っ て 分 析 した 。
6.まとめ
本稿 で観 察 され た事 実 を ま とめてお く。
① 古 代 語 「始 ム 」 の 目的 語名 詞 句,「 始 マ ル 」 の 主語 名 詞 句 と して はデ キ
ゴ ト名 詞 が きわ めて 多 く,モ ノ名 詞 は少 な い。
② モ ノ名 詞 の場合,《 活動 》《行 為 》 の意 味 が認 め られ る。
③ モ ノ名 詞 の タイ プ は現代 語 とは異 な る。
上 記 の事 実 よ り,古 代語 「始 ム/始 マ ル 」構 文 で の名 詞句 の性 質 は,現 代 語
の場合 とさほ ど違 っ てい な い とい え る。③ は古代 語 と現 代 語 で相 違 を示 す が,
現 代 と古 代 の社 会構 造 の違 い が背景 にあ る と考 え られ る。
今 回 の よ うに,動 詞構 文 を用 い る方 法 は,古 代 語 名 詞句 に光 を 当て る上 で
有 用 と思 われ る。 加 えて,現 代語 と古 代語 の対 照 が行 いや す く,辞 書 や 注釈
書 の記 述 の 見直 しに もつ な が るで あ ろ う。一方,内 省 の効 かな い古 代語 では,
意 味 の細 部 にま で は分析 が及 ばず,限 界 が あ る。 また,古 代 語 の名 詞研 究一
般 に言 え るが,文 学,歴 史,民 俗 学 な ど広 い 分 野 に わた る知 識 が必 要 と され
る。 こ うした 方法 上 の 問題 は認 め てお か な けれ ば な らな い。 そ の上 で,今 後
は,他 の動 詞構 文 を用 い た記 述 を積 み 重 ね てい く必 要 が あ る。 クオ リア構 造
に よ る古 代語 の分析 記 述 も今 後 さ らに進 め てい きた い。
7.お わ りに
12名詞 の 道 具 性 に つ い て は,宮 島 達 夫(2004)参照 。
13「主 体 役 割 と 目的 役 割 の 一 体 性 」 に つ い て は,影 山(2002b)参照 。
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現在,文 法 史 の分 野 で は,名 詞 句 研 究 の可 能性 を模 索 してい る段 階 にあ る
とい え る。 名詞 句 の様 々 な側 面 か ら光 を当 て るべ く,試 行 錯 誤 を繰 り返 して
い くこ とにな るで あ ろ う。 本研 究 は,そ の試 み の ひ とつ と して行 った もの で
あ る。 今 回は,現 代 語研 究 の方 法 を古 代語 研 究 に導 入 した が,古 代 語 の側 か
ら現 代語 を捉 え直 す 方 向 もあ り うる。他 の研 究 テ ーマ と同様 に,名 詞 句研 究
に関 して も,現 代 語 と古代 語 を双 方 向的 に見 て い く 「史 的対 照 」 の観 点 が重
要 と思 われ るので あ る。
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表1
～始ム
～始マル
～始ム
～始マル
万葉集
5
0
宇津保物
語
8
21
古今集
1
0
蜻蛉日記
5
2
竹取物語
0
0
枕草子
1
2
伊勢物語
0
0
紫式部日
記
1
2
大和物語
1
O
源氏物語
9
6
平中物語
0
0
更級日記
1
0
土左日記
0
0
大鏡
2
5
和泉式部
日記
0
0
計
34
38
一1一
始 ム
(御)修法(ど も)
こと(ど も)
長 き精進
(御)祈祷(ど も)
雨
▽大御門
▽下簾
還饗
御講
御読経
御修法 ・読経
初瀬の精進
五壇の修法の時
千年のためし
良きこと
大井の行幸 といふ こと
い とめづ らしきこと
み吉野の大宮
難波の宮
名詞句省略
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
計 34
始 マ ル
▽(御)か は らけ
御遊び
こと
楽
(この)世
雨
御修法
講
御病
御神楽
相撲
例
ようつの事
春 日行幸
賀茂の臨時の祭
院の小 弓
11
7
5
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
計 38
※▽=モ ノ名詞
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